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Q
本
町
の
人
口
減
少
に
対
し
て

の
考
え
は
。

Ａ
人
口
減
少
の
波
は
、
本
町
に

お
い
て
も
避
け
ら
れ
な
い
状
況
。

「
第
６
次
武
豊
町
総
合
計
画
」
に

掲
げ
る
目
標
人
口
４
３
，
７
０
０

人
の
維
持
を
目
指
し
て
い
く
。

Q
公
共
施
設
再
構
築
に
対
す
る

考
え
は
。

Ａ
大
規
模
修
繕
だ
け
で
は
な
く
、

施
設
の
複
合
化
や
統
合
を
含
め

た
公
共
施
設
の
再
編
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
令
和
５
年
度
に
は
、

「
武
豊
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
」
の
見
直
し
を
行
う
。
民

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
の
可
能

性
も
視
野
に
、
公
共
施
設
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
事
業
の
効
率
化

を
目
指
し
て
い
く
。

Q
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
考
え
は
。

Ａ
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か

ら
防
災
施
策
を
進
め
る
こ
と
で

災
害
に
強
く
、
安
全
・
安
心
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い

く
。

Q
10
年
、
20
年
先
を
見
据
え
た

ま
ち
づ
く
り
へ
の
考
え
は
。

Ａ
将
来
を
見
据
え
た
各
種
計
画

の
具
現
化
に
努
め
、
一
人
で
も

多
く
の
人
に
「
住
み
よ
い
か
ら
、

住
み
た
い
ま
ち
」
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
皆
様
の
声
に
耳

を
傾
け
、
あ
る
べ
き
ま
ち
の
姿

を
追
求
し
て
い
く
。

Q １０年、２０年先のまちは

A  「住みたいまち」へ

全ての町民の皆様が幸

せに暮らしていけるこ

とを願って。

会
派
代
表

今
、
こ
れ
が
聞
き
た
い
！

一
般
質
問

議
員
が
町
政
に
つ
い
て
自
由
に
質
問

質
問
に
は
会
派
代
表
の
質
問
と
、
個
人
の
質
問
が
あ
り
ま
す
。

３月６日・８日

14人の議員が質問

テレビで議会を観てみませんか？

ケーブルテレビCCNC

6/10(土) ・ 24(土)　午前9時から

放送予定！

議会を傍聴できます！

どなたでも傍聴可能です。

2階の議場の入り口にて

受付をしております。

お気軽にお越しください。

傍聴のご案内

手話通訳者 ・要約筆記者の申請方法も掲載しております。

次回の議会は…

6/2(金)　午前9時から開会予定！

6月定例会への請願 ・陳情の提出

期限は5/25(木)まで！

みらい
森田　義弘
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Q 新年度予算の町長のおもいは

A  町民の心が温まるような予算

Q 名鉄を高架にする考えは

A  引き続き調査・研究していく

増収分を有効活用し、

勢いよく、まちが発展

していくことを期待。

武豊北インターチェン

ジ（仮称）が供用開始

されれば、さらに渋滞

することが予測される。

Q
本
町
で
渋
滞
が
確
認
さ
れ
て

い
る
場
所
は
。

Ａ
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
個
所
は
、11
か
所
あ
る
。

　

交
差
点
と
し
て
、
前
田
交
差

点
、
上
ゲ
駅
北
交
差
点
、
武
豊

平
井
畑
交
差
点
、
堀
川
新
橋
北

交
差
点
、
富
貴
駅
東
交
差
点
で

あ
る
。

　

次
に
、
名
鉄
河
和
線
の
踏
切

部
で
、
２
級
河
川
石
川
北
の
踏

切
、
上
ゲ
駅
北
の
踏
切
、
知
多

武
豊
駅
北
の
踏
切
、
富
貴
駅
南

の
踏
切
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
Ｊ
Ｒ
線
の
踏
切
部

で
、
前
田
交
差
点
の
東
の
踏
切
、

石
川
病
院
前
の
踏
切
で
あ
る
。

Q
渋
滞
対
策
と
し
て
、
知
多
武

豊
駅
か
ら
２
級
河
川
石
川
北
ま

で
名
鉄
を
高
架
に
す
る
考
え
は
。

Ａ
武
豊
町
で
鉄
道
高
架
事
業
を

実
施
す
る
場
合
、
愛
知
県
が
事

業
主
体
と
な
り
実
施
す
る
こ
と

に
な
る
。

　

愛
知
県
に
よ
る
事
業
実
績
と

し
て
は
11
か
所
あ
り
、
そ
の
す

べ
て
が
町
で
は
な
く
市
の
区
域

と
な
っ
て
お
り
、
事
業
化
さ
れ

る
こ
と
は
困
難
な
状
況
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
の
再
編
、

維
持
管
理
や
老
朽
化
へ
の
対
策

費
用
、
更
に
は
各
種
扶
助
費
の

増
加
な
ど
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
全
体
的
な
ま
ち
づ
く
り

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

鉄
道
高
架
事
業
の
、
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
は
認
識
し
て
お
り
、

今
後
も
引
き
続
き
、
調
査
・
研

究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

Q
町
長
の
新
年
度
予
算
に
つ
い

て
の
お
も
い
は
。

Ａ
令
和
５
年
度
は
「
誰
一
人
取

り
残
す
こ
と
の
な
い
」
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
精
神
を
基
軸
と
し
て
、
第

６
次
総
合
計
画
を
具
現
化
す
る

た
め
の
予
算
編
成
と
し
た
。

　

令
和
５
年
度
予
算
編
成
に
あ

た
り
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た

「
勢
」
に
込
め
た
想
い
と
し
て

町
民
の
皆
様
の
絆
が
勢
い
よ
く

深
ま
り
、
生
活
や
活
動
が
生
気

に
満
ち
、
安
定
・
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
の

想
い
。

　

ま
た
「
安
全
・
安
心
」「
環
境
」

「
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
暮
ら
し
や

す
さ
の
向
上
」
「
定
住
先
と
し

て
選
択
さ
れ
る
ま
ち
」
そ
し
て

「
絆
予
算
」
の
５
点
の
施
策
を

通
し
て
「
地
域
の
絆
」
が
深
ま

り
「
町
民
の
心
」
が
温
ま
る
よ

う
な
、
そ
ん
な
気
持
ち
を
込
め

た
予
算
で
あ
る
と
感
じ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

今
後
も
、
刻
一
刻
と
変
化
す

る
社
会
経
済
情
勢
に
注
視
し
、

住
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、

新
規
の
事
業
の
必
要
性
や
着
手

時
期
を
慎
重
に
見
極
め
、
資
金

調
達
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
工

夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
に

わ
た
り
、
安
定
的
な
財
政
運
営

を
堅
持
し
て
い
く
。

　

そ
し
て
、
ま
ち
の
将
来
像
で

あ
る
「
心
つ
な
ぎ
み
ん
な
で
つ

く
る
ス
マ
イ
ル
タ
ウ
ン
」
の
具

現
化
に
向
け
て
、
各
種
の
施
策

を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
く
。

政和クラブ
大　岩　　保

▲渋滞時の名鉄上ゲ駅周辺

会
派
代
表

きずな
青木　宏和
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公明党議員団
甲斐百合子

会
派
代
表

Q 多賀授産所の建替えの考えは

A  前向きに検討する

Q 保育料・給食費の無償化を

A  現行どおり進める

厚生労働省は「親亡き

後」障がい者が安心し

て生活できる支援体制

の構築を行っている。

少子化が進み、ついに

年間出生数が８０万人

を切ってしまった。

　

岸
田
文
雄
首
相
は
「
施
政
方

針
」
演
説
で
、
い
ま
取
り
組
む

べ
き
重
要
課
題
と
し
て
、
軍
備

の
増
強
と
少
子
化
対
策
を
強
調

し
た
。

　

軍
事
費
に
つ
い
て
は
、
具
体

的
に
計
画
を
示
し
た
が
、
少
子

化
に
つ
い
て
は
、
具
体
策
を
示

さ
ず
、
６
月
の｢

骨
太
方
針｣

ま

で
に
示
す
と
し
た
。

　

国
が
行
わ
な
け
れ
ば
、
住
民

福
祉
の
観
点
か
ら
自
治
体
が
行

う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

Q
園
児
を
対
象
と
し
た
、
保
育

料
、
主
食
費
、
給
食
費
の
無
償

化
ま
た
は
減
額
を
求
め
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
ま
す
か
。

Ａ
保
育
園
の
保
育
料
・
主
食
費

な
ど
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

国
の
基
準
に
基
づ
い
て
実
施
し

て
お
り
、
今
後
も
国
の
基
準
を

継
続
し
て
い
く
。

Q
現
在
、
４
・
５
歳
児
は
、
園

児
30
人
に
１
人
の
保
育
士
、
３

歳
児
は
園
児
20
人
に
１
人
の
保

育
士
配
置
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
行
の
定
員
で
は
安
全
性
が

確
保
さ
れ
な
い
。
定
員
を
削
減

さ
れ
た
い
。

Ａ
園
児
数
の
減
少
が
続
い
て
お

り
、
国
の
基
準
よ
り
保
育
士
は

手
厚
く
配
置
さ
れ
て
い
る
。
現

行
の
基
準
を
維
持
す
る
。

Q
多
賀
授
産
所
の
老
朽
化
や
ト

イ
レ
不
足
な
ど
、
現
状
を
ど
の

よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
多
賀
授
産
所
は
、
昭
和
58
年

に
開
所
し
、
築
40
年
が
経
過
し

て
い
る
。
老
朽
化
に
よ
る
不
具

合
に
つ
い
て
は
、
修
繕
工
事
な

ど
随
時
対
応
し
て
い
る
。
ト
イ

レ
の
不
足
に
つ
い
て
は
、
利
用

者
に
合
わ
せ
る
形
で
充
実
を
図

る
べ
き
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

Q
障
が
い
事
業
所
が
緊
急
時
の

受
入
れ
先
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
る
中
、
多
賀
授
産
所
の
設
備

を
整
備
す
る
お
考
え
は
。

Ａ
指
定
管
理
者
の
意
向
も
踏
ま

え
、
必
要
な
設
備
を
把
握
し
な

が
ら
、
順
次
整
備
に
向
け
た
調

整
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

Q
身
体
障
が
い
者
対
象
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
少
な
い
理
由

は
何
か
。

Ａ
多
数
の
方
が
集
ま
る
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
で
は
、
障
が
い
の
状

況
に
合
わ
せ
た
施
設
の
配
慮
が

難
し
い
。

Q
身
体
障
が
い
の
あ
る
方
が
安

心
し
て
地
域
で
生
活
で
き
る
支

援
は
、
何
が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
必
要
に
応
じ
て
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
に
よ
る
家
事
援
助
や
入

浴
・
排
泄
・
食
事
介
助
。
住
宅

改
修
の
費
用
助
成
。
相
談
支
援

専
門
員
が
希
望
や
状
況
に
適
し

た
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
。

日本共産党議員団
梶　田　　進

▲整備が望まれる多賀授産所
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無会派
本　村　　強

Q
認
知
症
支
援
体
制
の
今
後
の

取
り
組
み
は
。

Ａ
認
知
症
の
正
し
い
理
解
を
よ

り
広
く
地
域
の
方
に
伝
え
る
た

め
９
月
頃
に
大
規
模
な
講
演
会

の
開
催
を
考
え
て
い
る
。
講
師

と
し
て
、
認
知
症
の
当
事
者
で
、

愛
知
県
か
ら
任
命
さ
れ
た
「
愛

知
県
認
知
症
希
望
大
使
」
を
要

望
す
る
予
定
。「
認
知
症
と
と
も

に
生
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

Q
認
知
症
迷
い
人
Ｓ
Ｏ
Ｓ
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
用
は
。

Ａ
令
和
５
年
度
予
定
の
「
迷
い

人
捜
索
訓
練
」
で
は
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
の
協
力
も
検

討
し
た
い
。

Q
阿
久
比
町
で
は
「
お
か
え
り

サ
ポ
ー
ト
シ
ー
ル
」
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
高
齢
者
の
特
徴
や
緊

急
連
絡
先
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
し

た
シ
ー
ル
を
配
布
。
シ
ー
ル
を

衣
服
や
杖
な
ど
に
貼
る
こ
と
で
、

迷
い
人
が
発
見
さ
れ
た
時
、
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
発
見

者
と
家
族
が
連
絡
を
取
り
合
う

こ
と
が
で
き
る
。
本
町
で
は
見

守
り
シ
ー
ル
を
導
入
す
る
考
え

は
。

Ａ
「
迷
い
人
捜
索
訓
練
」
な
ど

に
お
い
て
、
捜
索
の
流
れ
な
ど

を
確
認
し
な
が
ら
、
合
わ
せ
て

シ
ー
ル
の
導
入
も
検
討
を
進
め

た
い
と
、
考
え
て
い
る
。

　

諸
物
価
高
騰
の
中
、
高
齢
者

を
は
じ
め
、
子
育
て
世
帯
な
ど

多
く
の
住
民
が
悲
鳴
を
上
げ
て

い
る
。

Q
今
後
も
物
価
高
騰
が
予
想
さ

れ
る
中
で
、
町
独
自
の
次
の
施

策
は
。

Ａ
①
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
策

と
し
て
学
校
給
食
費
の
材
料
費

高
騰
分
の
支
援
。（
材
料
費
高
騰

に
伴
う
値
上
げ
分
は
町
で
負
担
）

②
営
農
者
へ
の
支
援
と
し
て
、

高
騰
が
続
く
農
業
生
産
資
材
に

係
る
経
費
の
一
部
を
支
援
。

Q
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
は
検

討
さ
れ
た
の
か
。

Ａ
今
後
の
情
勢
の
変
化
に
応
じ

た
支
援
を
判
断
し
て
い
く
。

Q
先
に
行
っ
た
小
中
学
校
給
食

費
の
３
か
月
間
無
償
化
は
大
変

喜
ば
れ
た
施
策
で
あ
っ
た
。
物

価
高
騰
が
続
く
中
、
し
ば
ら
く

継
続
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
給

食
費
材
料
に
お
け
る
物
価
高
騰

分
の
公
費
負
担
お
よ
び
無
償
化

を
実
施
し
た
が
、
単
独
で
は
大

き
な
財
政
負
担
と
な
る
。
令
和

５
年
度
予
算
で
は
、
子
育
て
世

帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
給
食
費
の
値
上
げ
を
し

な
い
よ
う
に
高
騰
分
を
公
費
負

担
と
し
て
予
算
計
上
し
て
い
る
。

Q 迷い人捜索に見守りシールは

A  シールの導入について検討

Q 高齢者への支援が大事な視点

A  社会情勢に応じた支援を判断

物価高騰が継続中の

今、高齢者への経済的

支援と、小中学校給食

費に再無償化支援を！

認知症に伴う行方不明

を防ぎ、安心して暮ら

せる地域づくりは重要

なまちづくりのひとつ!

▲高騰している給食材料

個
人
質
問

公明党議員団
鳥居　美和
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Q
適
応
指
導
教
室
の
利
用
を
希

望
し
た
保
護
者
か
ら
、
設
置
し

て
い
な
い
学
校
が
あ
る
と
伺
っ

て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
対

応
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

Ａ
本
町
で
は
学
校
内
、
学
校
外

に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
学
校
内
の
指
導
員

は
、
２
中
学
校
に
１
名
ず
つ
、

小
学
校
に
１
名
が
４
小
学
校
を

巡
回
し
て
い
る
。

　

指
導
員
が
巡
回
し
な
い
日
は
、

時
間
割
が
空
い
て
い
る
教
員
や

校
長
を
含
む
４
役
が
対
応
し
て

い
る
。

　

今
後
４
小
学
校
す
べ
て
に
お

い
て
必
要
性
が
増
し
、
１
名
の

対
応
で
は
困
難
が
予
測
さ
れ
る
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
５
年
度
中

の
早
い
時
期
に
、
適
切
な
対
応

が
と
れ
る
よ
う
、
前
向
き
に
検

討
す
る
。

Q
令
和
５
年
度
の
予
算
に
は
計

上
さ
れ
て
い
な
い
が
、
補
正
予

算
で
対
応
す
る
と
い
う
認
識
で

よ
ろ
し
い
で
す
か
。

Ａ
そ
の
よ
う
に
対
応
す
る
。

Q
不
登
校
児
が
自
宅
で
Ｉ
Ｔ
な

ど
を
活
用
し
て
行
っ
た
学
習
活

動
は
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す

場
合
、
出
席
扱
い
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
が
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
ま
す
か
。

Ａ
調
べ
た
と
こ
ろ
、
町
外
で
は

出
席
扱
い
に
し
て
い
る
事
例
も

あ
る
と
お
聞
き
し
て
い
る
。
で

き
る
限
り
柔
軟
に
対
応
し
て
い

く
。

Q 適応指導教室の設置状況は

A  指導員の増員を検討する

指導員不足のため適応

指導教室のない学校が

ある。増員して対応し

てほしい！

Q
区
お
よ
び
加
入
し
て
い
る
世

帯
へ
、
町
か
ら
の
支
援
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

Ａ
区
に
対
し
て
の
支
援
と
し
て
、

令
和
３
年
度
か
ら
各
区
に
、
役

場
事
務
委
託
料
の
世
帯
割
り
額

の
増
額
、
ま
た
ゴ
ミ
集
積
所
の

管
理
活
動
報
償
金
の
交
付
を
し

て
い
る
。
加
入
世
帯
に
対
し
て

は
「
資
源
用
指
定
ご
み
袋
」
の

配
布
を
し
て
い
る
。

　

区
独
自
の
活
動
に
対
す
る
補

助
金
な
ど
と
し
て
、
自
主
防
災

活
動
事
業
補
助
金
、
地
区
公
民

館
等
補
助
金
、
地
区
公
民
館
等

施
設
整
備
補
助
金
、
文
化
財
補

助
金
、子
供
の
遊
び
場
補
助
金
、

地
域
活
動
推
進
交
付
金
の
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

Q
区
へ
の
加
入
を
促
進
す
る
た

め
に
、
町
と
し
て
で
き
る
打
開

策
は
。

Ａ
令
和
５
年
度
か
ら
新
た
に

「
三
世
代
同
居
等
促
進
補
助
金
」

を
創
設
し
、
区
へ
の
加
入
の
促

進
に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

子
育
て
・
介
護
に
お
け
る
負
担

や
不
安
を
軽
減
す
る
取
り
組
み

と
し
て
、
三
世
代
同
居
や
三
世

代
近
居
を
し
よ
う
と
す
る
世
帯

を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。
子

育
て
世
代
の
定
住
と
地
域
活
性

化
を
図
る
た
め
の
事
業
と
し
て
、

（
補
助
限
度
額
を
30
万
円
）区
へ

の
加
入
を
補
助
要
件
と
す
る
こ

と
で
、
区
加
入
へ
の
誘
導
策
と

す
る
。

Q 区への加入促進の打開策は

A  新たに補助制度を創設する

区の活動が活発になる

ことにより、ひいては

武豊町の更なる発展に

も繋がる。

個
人
質
問

みらい
福本　貴久

みらい
櫻井　雅美
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Q
武
豊
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
仮
称
、以
下
武
豊
北
イ
ン
タ
ー
）

の
進
捗
状
況
、
ま
た
供
用
開
始

時
期
は
い
つ
頃
に
な
る
か
。

Ａ
令
和
５
年
１
月
末
時
点
の
工

事
の
進
捗
率
は
、
事
業
費
ベ
ー

ス
で
58
％
。
供
用
開
始
時
期

は
、
令
和
５
年
３
月
末
の
予
定

か
ら
、
用
地
取
得
の
遅
れ
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、 

令
和
６
年
８

月
末
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

Q
武
豊
北
イ
ン
タ
ー
の
開
業
に

あ
た
り
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
か
。

Ａ
・
町
北
部
地
域
を
は
じ
め
、

本
町
全
体
に
お
い
て
広
域
交
通

の
利
便
性
が
向
上
す
る
。

・
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地

域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
ま
る

こ
と
で
、
都
市
的
土
地
利
用
等

に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高
ま
る
。

・
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地

域
だ
け
で
な
く
、
接
続
す
る
幹

線
道
路
の
沿
線
な
ど
に
お
い
て
、

新
た
な
土
地
利
用
が
図
ら
れ
、

地
域
が
活
性
化
す
る
こ
と
で
、 

大
き
な
経
済
効
果
に
繋
が
っ
て

い
く
と
考
え
て
い
る
。

Q
周
辺
道
路
へ
の
渋
滞
対
策
は
。

Ａ
渋
滞
が
予
想
さ
れ
る
交
差
点

３
箇
所
に
右
折
矢
印
信
号
の
設

置
を
、
愛
知
県
公
安
委
員
会
及

び
半
田
警
察
署
長
へ
武
豊
北
イ

ン
タ
ー
の
供
用
開
始
ま
で
に
設

置
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

Q
高
齢
者
の
ご
み
出
し
支
援
は
、

ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
る

か
。

Ａ
見
守
り
を
兼
ね
た
、
ご
み
収

集
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
「
高
齢

者
世
帯
見
守
り
収
集
支
援
事
業
」

が
あ
る
。
対
象
は
、
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
、
高
齢
者
の
み
の
世

帯
の
う
ち
、
ご
み
出
し
が
困
難

な
家
庭
。
令
和
５
年
２
月
末
現

在
の
利
用
数
は
42
世
帯
あ
り
、

収
集
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
依
頼
し
て
い
る
。

Q
ご
み
の
分
別
が
理
解
で
き
な

い
方
へ
の
対
応
は
。

Ａ
認
知
機
能
の
低
下
な
ど
で
、

ご
み
の
分
別
が
不
安
な
高
齢
者

世
帯
に
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
お
身
体
の
状
態
や
生

活
環
境
な
ど
を
伺
い
、
適
切
な

サ
ー
ビ
ス
を
案
内
し
て
い
る
。

介
護
保
険
な
ど
で
は
、
ヘ
ル
パ

ー
に
よ
り
、
ま
た
「
た
け
と
よ

く
ら
し
応
援
隊
」
で
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、
分
別
の
ご

み
出
し
を
、
お
手
伝
い
し
て
い

る
。

Q
自
宅
へ
の
戸
別
収
集
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

Ａ
ご
み
出
し
が
、
地
域
、
特
に

高
齢
者
の
安
否
確
認
や
会
話
の

機
会
に
な
っ
て
い
る
と
伺
っ
て

い
る
。

　

今
後
、
本
町
の
実
情
に
適
し

た
、
ご
み
の
収
集
体
制
に
つ
い

て
、
先
進
自
治
体
の
状
況
も
合

わ
せ
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

Q 武豊北インター供用開始は

A  令和 6 年 8 月末を目標 !!

Q 高齢者へのごみ出し支援は

A  福祉的な支援をしている きずな
鈴木　一也

高齢化社会が進み、高

齢者に対するごみの搬

出ルールや方法を見直

す時期では。

武豊町の玄関口として

武豊町内の良さが分か

りやすいインター周辺

にしていただきたい。

▲地域で助け合おう

▲ IC南側より一部

個
人
質
問

政和クラブ
南　　賢　治



議会たけとよ   No.183  2023年5月1日発行 18

きずな
青木　信哉

Q
食
育
に
つ
い
て
の
対
応
は
。

Ａ
地
場
産
物
の
活
用
や
郷
土
料

理
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
に
よ
り
給
食

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
児

童
生
徒
が
正
し
い
食
事
の
あ
り

方
や
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に

つ
け
、
食
事
を
通
じ
て
自
ら
の

健
康
管
理
が
で
き
る
よ
う
、
栄

養
教
諭
を
中
心
に
、
取
り
組
ん

で
い
く
。

Q
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応

は
。

Ａ
児
童
生
徒
の
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
に
つ
い
て
検
討
す
る

た
め
、
令
和
３
年
度
「
武
豊
町

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
委
員

会
」
を
設
置
し
た
。
学
校
、
給

食
セ
ン
タ
ー
、
教
育
委
員
会
が

連
携
し
、
専
門
医
な
ど
の
協
力

も
得
な
が
ら
、
細
心
の
注
意
を

払
い
、
対
応
し
て
い
く
。

Q
昨
年
か
ら
続
く
食
品
価
格
上

昇
へ
の
対
応
は
。

Ａ
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
令
和
５
年
度
の
学

校
給
食
の
材
料
費
の
価
格
上
昇

分
は
、
町
の
負
担
に
て
、
対
応

す
る
。

Q

新
し
い
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
目
指
す
べ
き
姿
は
。

Ａ
食
育
や
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
な
ど
、
現
在
の
課
題
に
対
応

し
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と
し

た
い
。
建
て
替
え
に
よ
る
ハ
ー

ド
面
の
整
備
だ
け
で
な
く
、
食

育
の
推
進
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
に

つ
い
て
も
充
実
さ
せ
て
い
き
た

い
。

Q これからの学校給食は

A  新給食センターで課題に対応

令和８年９月、東大高

保育園跡地に、新しい

学校給食センターが開

設されます。

Q
本
町
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
量
の
特
徴
は
。

Ａ
平
成
29
年
度
の
状
況
で
、
産

業
部
門
が
多
く
を
占
め
76
％
、

運
輸
部
門
が
11
％
、
家
庭
部
門

が
７
％
、
業
務
そ
の
他
部
門
が

５
％
。

Q
令
和
５
年
度
に
計
画
し
て
い

る
施
策
は
何
か
。

Ａ
新
規
事
業
と
し
て
「
地
域
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
計
画
」

策
定
と
砂
川
会
館
に
太
陽
光
発

電
設
備
の
導
入
の
実
施
設
計
を

委
託
す
る
。
継
続
事
業
と
し
て

「
住
宅
用
地
球
温
暖
化
対
策
設
備

設
置
費
補
助
金
制
度
」
「
次
世

代
自
動
車
購
入
費
補
助
金
制
度
」

を
実
施
。
そ
の
他
、
子
ど
も
と

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
環
境
に

関
す
る
研
修
と
啓
発
の
開
催
、

公
用
車
１
台
を
Ｅ
Ｖ
車
へ
更
新
、

図
書
館
の
全
館
と
富
貴
中
学
校

お
よ
び
町
民
会
館
の
一
部
の
照

明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
。

Q
住
民
が
楽
し
ん
で
取
り
組
め

る
よ
う
な
施
策
は
あ
る
か
。

Ａ
「
あ
い
ち
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
・

ポ
イ
ン
ト
」
事
業
が
あ
り
、
県

内
の
店
舗
で
環
境
に
配
慮
し
た

行
動
に
取
り
組
む
こ
と
で
ポ
イ

ン
ト
を
集
め
、
抽
選
に
よ
り
賞

品
が
も
ら
え
る
事
業
が
あ
る
。

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
取

り
組
み
は
、
家
計
支
出
を
減
ら

す
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
を
Ｐ

Ｒ
し
て
欲
し
い
。

Q 武豊町のＣＯ2 削減目標は

A  ２０１３年度比４４％削減

ＣＯ2削減目標達成に

は排出量の多い、企業

の協力が必須である。

▲住まいでできるCO2削減行動

▲武豊たまりを使ったきしめん

個
人
質
問

政和クラブ
石川　義治
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　最近では木材の高騰など、文化財の修

繕にも多額の費用がかかる。長期にわた

り文化財を保存していくためにも「文化

財補助金交付要綱」を見直す必要がある

と思うが考えは。（令和４年９月議会）

　改正から15年が経過し、物価も大きく

変動しており、文化財を保護・保存して

いく立場としても、要綱を見直す時期に

来ていると考えている。

Q

A

未来に残すべき貴重な財産

町指定文化財に指定された「三井家住宅」とは
　三井傳左衛門家は代々、尾張藩鳴海代官所直轄地で

ある長尾村の庄屋を務め、文政５年（1822）には永代

苗字と刀を賜り、登城を許されました。屋敷内には、

尾張地方の民家の特徴である四つ建て形式の「主屋」

を中心に「奥座敷」「南土蔵」「北土蔵」「表門」など

が建てられています。

そ 

の 

後

Q
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
役
割
は
。

Ａ
子
育
て
世
帯
や
妊
産
婦
の
相

談
窓
口
で
あ
り
、
保
健
師
、
保

育
士
が
２
か
所
で
相
談
支
援
し

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相
談
も
開
始

し
た
。

　

法
改
正
に
よ
る
令
和
６
年
度

以
降
の
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

設
置
に
向
け
、
支
援
体
制
の
見

直
し
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

Q
児
童
ク
ラ
ブ
の
役
割
と
今
後

の
需
要
と
対
応
は
。

Ａ
共
働
き
家
庭
な
ど
の
小
学
生

を
放
課
後
児
童
支
援
員
が
預
か

る
事
業
で
、
利
用
者
は
年
々
増

加
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
対
応
策

と
し
て
、
富
貴
、
衣
浦
両
児
童

ク
ラ
ブ
の
定
員
増
を
予
定
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
地
域
の
方
々
の
協
力

が
得
ら
れ
れ
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
活
動
を
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q
子
ど
も
会
加
入
者
の
減
少
に

つ
い
て
原
因
と
対
応
策
は
。

Ａ
少
子
化
に
加
え
、
子
ど
も
と

保
護
者
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変

化
が
原
因
と
考
え
て
い
る
。
運

営
費
の
一
部
助
成
や
チ
ラ
シ
配

布
で
減
少
の
歯
止
め
に
協
力
し

た
い
。「
お
い
で
ん
北
山
」
や
、

「
わ
い
わ
い
子
ど
も
広
場
in
大

足
」
な
ど
の
取
り
組
み
は
、様
々

な
年
齢
層
と
交
流
で
き
、
子
ど

も
会
に
代
わ
る
受
け
皿
の
一
つ

と
し
て
参
考
に
な
る
。

Q 共働き世帯が望む支援とは

A  安心できる子どもの預け場所

女性の就労世帯増の対

応や、子どもの生活ス

タイルの変化に伴う対

応策を問うた。

▲富貴児童クラブの様子

個
人
質
問

みらい
久　野　　勇

武豊町文化財補助金交付要綱（一部抜粋）
　有形文化財保存施設整備事業

　　旧交付要綱　補助対象経費の２分の１以内

　　　　　　　　限度額　４７５万円

　　
令和５年

　　　　　　⬇
　　新交付要綱　補助対象経費の３分の２以内

　　　　　　　　限度額　７５０万円

※三井家住宅や山車など町指定文化財の修繕が対象

その後
どうなった?


